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月の石特別展

の石

主催国立科学博物館

協賛アメリカ犬健鰭

後援朝目新聞社

期間196晦11月2蝸～1綱?藏

嚢蟻藁衰･ふ欝馳科割勘饒

欝豆図

素の石特別展の

パンフレット讃紙

月の寝の偏光顕憾繁募裏㈱,oo㈲､嚢索⑳走て{二

細長い競色のはカン琴ン護､童の他亀鉤ついでい篭

のは蟻斜嫁る､黒く蒐麦榔;孟劃=紳湘蕊抑岳

1969年11月25目～12月7賢策京上野の国立料学博物

館で｢月の石｣特別展が開かれた漢花ア嫌吋王

号によってもたらされた月の試料は現在名園の研究脅

によって検討されているがいるいる興除深い緕果が公

表されている.

倉沢一

展示された標本はゴルフボｰルほどの大きさでシ

ｰルドされていてよく見えない.そこで改めて特別

に撮影さ世でいただいたのが第23図である.この

岩石はS幽則･五65P.王211～1227Se皿19(1969)

によればタイプCの角礫岩(brecぬ)紀相当する

らしい.このタイプの角礫岩は種々の岩石の破片の

混合物で灰～暗灰色である,その中に白色灰色

褐灰色の岩片が入っている｡丸味をおびた岩片はすく

ない.その岩片の特徴は微小な割れ員があることと

いろいろな程度にガラス化していることである､岩片

はタイプムの岩石つまり多孔質のサブオフィティ

ックな組織を示すもので単斜輝石斜長石不透明鉱

物(チタン鉄鉱が大部分と少量のトロイライト自然鉄

少量のカンラン看からなるもの(fi鵬唱蘭血ed聡s虻測販

鮒y§重釧至鵬轟騨鋤鵬鰯簑娃)あるいは潔イフ鑑の岩肴

つ蜜ゆ粗粒緯織を赤じ地球上の玄武砦申終みられ墨潔

バくやシ器リｰレンの細粒ハンレイ岩質組織晦徴てい審

もの終相当する､鏑礫岩の細粒部(マトリック渓)は

次亀で減茅黒粗鉱物破片不透明あるいは葬常紀細

粒な物質で構成養れてい篇(鰯滋蜘響ぬ鋤鞭慧駆

鮒卿搬腿量騨餓鰯貧雛妓)血糊粒部の大串を高める妙

策2鰯湧の看(痛礫岩)鐙簾:狂熱義郎〔鰯並科学鱒働館提供〕

鎌閥潟の荷(鱒脳)夢坂対側鍛盤:遁辞義郎〔国立科学博物館捷僕〕�
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策1表月面試料の化学綴成
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篇2義男の跨代区分

1/遼武jア川式

現徴代

コペルニクス代

:･ペル黒クス代

コニラトステネス代･

7/終

ホ術｡螢7～i2%

ラス粒は粉状物質であるタイプ皿すなわち粉状

ガラスを鉱物破片からなる(f三鵬S).丸い玉のガラス物

質が多くみられるのも月の試料の特徴である.月の

看の単一輝石鉱物の成分変化は地球上のそれよりはる

かに大きいともいう.

粉っぽい月の表面を歩くオルドリン飛行土の雇もとは

｢静かの海｣(第4図)､ア嫌帥腸は亙967隼4月に

軟着陸した無人探測機サｰ式イヤｰ3号の近くの㌘あら

のし大洋｣.それぞれ｢海｣&よぱれるとこるでザ陵｣

と呼ばれる地域より着い年代が考史られていた.月の

欝萎灘

潟爾終登っ妻ル洋リン

タｰ浅派ト韓シダ総媛穣灘

(猟A濠孜A鋭夏一義ト鎚鵤)�
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窮5図月の表箇所)箆ゴ〕羅常関(鎮伽まミリ約レ)

構成物質地球でいうならばマントル物質が陸の部分

に露出し海の部分はその後の玄武岩溶岩の流出地域と

みられていたからである､しかもサｰベイヤｰ5

67号の行なったα一scatterin冨法による分析結果は

ハワイの玄武岩伊豆大島の三原山溶岩(いずれもソレ

イアイト)に似ていると考えられていた｡地球上の玄

武岩によく似ているとされていた月の海の岩石は鉄と

チタンに富む点で大きなちがいが認められた､しか

もアルカリがきわめて少ない(篤至表)｡一般に地球

上の玄斌岩はインドのデカン高原玄蔵岩をはじめとし

て大規模に噴出している溶岩でも五～2%のチタンを

含んでいるにすぎないが五1号の試料は10%あるいはそ

れ以上のものがあり鉱石(床)として扱える程である｡

若いとみられていた石がK-Ar法で3.O±O.7×亙ぴ

年U1Thlpb法で約遂､5X五〇竃年という年令が与えられ

ており地球の年令4.55×10⑬年地表で最古の岩石

の年令約3.5×109年に相当する数値となっている,ま

た月試料の粉状物質では46.6×10豊年と報告されてい

る･､では古いものと考えられている陸の岩石はどうな

るか.ア恭』計画への地質学者の興味と要求はつのる

ばかりである.

いままで用いられていた月の時代区分(篤2表)はど

うなるのであろうか｡地球の地質年代の編年はその

放射能年令測定法によってう蜜くまとめられて書でい

るかはたして月は地球の兄弟ではないのであろうか苗

月の石の各種の元素の挙動希ガスの同位体組成UTh

の量などによる考察丸凄たれる,

漢たア潔口12号の試料の種類は実に豊當でしかも

エ1号のものの場合よりチタン添少ないことも公表されて

いる.蜜た角礫岩が少ないようである.王970年3月

1蝸(資本時間)は打上げられるアポロ13号ほ毒の部

分とかなりちがう高地(陸)｢フラマウ減1クレｰタ1

に着陸する予定という幸月面の色と岩石錐物との関

係秘高地の岩石を調べることではっ蜜りする､

ルナｰオｰビタｰ5号観測機による月面の重力場の

資料から｢海｣の部分に大きな密度の物資淋存在する

ことが発見窓れている(第5図).このふしぎな物体は

マスコン(M鯛｡◎鵬;M叡ssC⑪nce赦般tio鵬カ･ら作成さ

れた月の研究の成果の五つ)と呼ばれている皿月に1ま

地球上とは異なった現象ポ発生しているかもしれないと

いう意味から変化に富んだ物質が存在するらしい岳

昔から｢天と地｣の関係において｢天Jを代表して

扱われてきた月はいまや完全に私たちの世琢にはいっ

てしまった｡月の岩石を手にする私たちはいよいよ

そのナゾの解明にとりかかっている.月の物質からえ

られる情報から地球の研究も大きく進展しよう｡い

ままでの間接的な手段での情報から直接的な情報へと

飛躍できるのである｡月の石については同位体によ

る岩石の年余測定成因究明はもちろんのこと地球の

概究にどと漢らず太陽系の研究など地道に新しい科

学の情報岳察実をつかもうとしている分野のあることを

忘れないようにしたい｡そしていつも美しい地球の

姿も忘れず1こ(第6図),

(艦書は鞄球紀学課)�


